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はじめに

　赤道イン ドネシア域は 、 地球上 で最も対 流活 動が

活 発 で 、地 球大気 の 各種現象 の 駆動源 と言われ て

い る 。 西 ス マ トラにお い て2001年以来、赤道大気レー

ダー（Equatorial　Atmosphere　 Radar： BAR ）による連続

観測が行 われて い る。EAR は ア ンテ ナ直径 110m、送

信 出力 100kW の ア クテ ィブ・
フ tr ズ ド・ア レ イ・レ

ー

ダー
で 、国内の MU レーダー

に比 べ て、送信 出力が

1／10 、
ア ン テ ナを分割使用で きない 等 の 制限があ る。

そ こで
、
MU レ ーダー

と同等の感度 ・機能を有する 1赤
道 MU レーダー（Equatorial　MU 　Radar： EMU ）」の 新

設を提案して い る。EMU を主要設備の
一

つ とする 「太

陽地球系結合過程の 研 究基盤形成 」（津 田敏隆代

表）は 日本学術会議の マ ス タープラン 2014重点大型

研究計画および文部科学省の ロ
ー

ドマ ソプ 2014に選

定されて い る。

グレー
テ ィングロ

ーブ抑圧の ア ン テナ配置

　Nishimura　and 　Sato［2009 ］によっ て、グレ
ーテ ィン グ

ロ
ーブを抑圧するアン テナ配置が提案されて おり、そ

れ に従っ て
、
EMU シ ス テ ム の観測角度範囲を従来の

MU レ
ーダー、EAR などよりも拡げるための ア ンテ ナ配

置 につ い て検討 した 。 現在計画され て い るEMU シ ス

テ ム は 次 の 通 りである。中心周 波数 は EAR と同じ

47MHz とする。　MU レーダー（EAR ）と同様、ア クテ ィブ ・

フ ェ
ーズ ド・ア レイ方式 を採 用し、ア ン テナ 直径 は

160mで 、19本の 直交三 素子八木ア ン テナを 1群とし

て、55群で 構成され る。マ ル チチ ャ ン ネル の デジタル

受信機 により、各群 の 受信信号を独 立 に 取得可能 と

する。 各アン テナ の 送信出力は500W で 、1045本か ら

の 電波 を空間合成することで 、500kW の 送信 出力を

得る。
MU レ

ーダー
と比 べ て

、
ア ン テ ナ 開 口 が2倍、送

信 ピーク 出力が半分で あるの で 、出力開 n 積は同 じ

である。ただし、最大デ ュ
ー

テ ィ比が 2倍になるの で 、

観測パ ラメ
ータ によっ て は、MU レーダーの 2倍の 性

能を得ることが で きる。

　EMU で は、サブア レイによるマ ル チチ ャンネル受

信 を行 うこ と、また施 工 の 容易さも考慮して 、群内は

60度回転対称、群毎に配置は変えない 条件で 、 サイ

ドロ ーブ特性 を極 力悪化させな い で、グレ
ー

ティング

ロ ーブを抑圧する 配置を計算し、図 1左が得られた 。

この 時の ア レ イ パ ターン を 中央図 に 、
三 角配 置の 時

の それを右図に示す 。 三角配置 の 横軸 1．6 辺 りに表

れて い るピークがメイン ロ
・・一・ブを天頂角 40 度程度に

向けた時に反対 側 の 天 頂 角 90 度（水平）方 向に表れ

るグレ
ー

テ ィン グロ
ーブで あるが 、 これ を

一5dB 程度抑

圧することができてい る。

お わりに

　今回得られた配置で は、メイン ロ ーブを 40 度以上

に倒した時の グ レ
ー

ティン グロ
ーブを

一5dB 程度抑圧

す るこ とが で きる。アダプ テ ィブクラッ タ
ー

抑圧 法

［Kamio　et　aL ，2004］と組み合わせ ることで 、か なり低

仰角の 観測も可能になると期待される 。 しか しなが ら、

サイドロ
ー

ブ特性は全体に悪化してお り、 グラン ドクラ

ッ ターエ コ ーが 強く受かるこ とが懸 念される 。 実際に

EMU に採用 するか どうか は更なる検討が必 要で あ

る 。
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図 1 （左）グレーティ ン グ ロ ーブを抑圧 するア ン テ ナ配置。 （中央）その 時の ア レ イ パ タ
ー

ン
。 （右）三 角

配置の 時の ア レイ パ タ ーン。ア レ イパ ター ン の 横軸は波数 で 、0 を天頂方向とする と、1が天 頂角 90

度、2 が 180 度に対応する 。 縦軸は メイ ン ロ
ーブ か らの 相対値（dB）。 エ レ メ ン トパ タ

ー
ン は考慮 して

い ない こ とに注意 。
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